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数理解析研究所講究録は，京都大学数理解析研究所の共同利用研究集会および共同

研究の記録として1964年に刊行が開始されました．現在の共同利用・共同研究拠点

（2010年発足）の前身である，全国共同利用研究所として当研究所が発足した翌年

のことでしたが，以来半世紀，毎年数十巻を刊行し，2012年には第1800巻が刊行さ

れるに至りました．第1巻から第1840巻までに収録された論文数は26,808編，総頁 

数は317,199頁という膨大なものであり，最先端の数学・数理科学分野の研究状況 

を伝えるのみならず，我が国の数学・数理科学の発展の歴史を留める文献として， 

他に類例を見ない論文集となっています． 

 

講究録の内容は当研究所のウェブサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され，年間の総アクセス数は1,254,383回（2012年度）を数えるなど，多

数の方にご利用いただいています． 

 

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが，結果的に日本語が多用さ

れていることが特徴の一つとなっています．その結果，講究録は，数学・数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして，近年

の英語化の流れの中で，重要な文献となりつつあります． 

 

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し，講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに， 

これからも，当研究所の共同利用・共同研究拠点としての活動にご参加いただき， 

講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます． 
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はしがき

現在の確率論は以前にもまして研究分野が膨張しており、国内に於いても様々なテーマの研
究集会が大きなものでも10件以上開催され、それぞれにおいて精密な成果が発表されるが、確
率論全体を眺め今後の研究の大方針を考えるにはあまりにも細分化されすぎている. RIMS共
同研究(公開型)「確率論シンポジウム」は確率論研究の求心力を高め異分野間の理解を進め
特に若手研究者に新たな指針を与え育成することを狙って開催された。
12月19日から22日までの4日間の会期中、ショートコミュニケーション4件を含む35件の

講演がなされ、現在の確率論研究の到達点を参加者115名全員で共有することができ、大変意
義深い研究会となった。
との研究会の開催に当たっては数理解析研究所による資金的援助もさることながら、共同利
用掛をはじめとする事務スタッフの方々の,,細やかなサポートを受けたことをここに述べて

謝意を示したい。

また以下の科学研究費による援助に対して感謝する。

基盤研究(S)課題番号: 16H06338代表者:長田博文 (九州大学)

「無限粒子系の確率解析学

基盤研究(A) (一般) 課題番号: 25247007代表者:熊谷隆 (京都大学)

「複雑な系の上の確率解析-離散モデルとそのスケール極限の解析」

·基盤研究(A) (一般) 課題番号26247008代表者:竹田雅好 (東北大学)
「ディリクレ形式によるマルコフ過程の確率解析とその応用」

集会の講演内容を残すとの講究録が、 さらなる研究発展の礎となることを希望している。
なお、2014年のRIMS研究集会「確率論シンポジウム」の講究録(2015年6月発行のNo.
1952)に載せるべき岡田いず海氏の原稿がメールの不調のため掲載されなかったため、その原
稿をとの講究録の巻末に併載したことを申し添える。

2017年1月31日

研究代表者福山克司
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